
 

 

平成２０年４月３０日 

 

関 係 各 位 

高 千 穂 交 易 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長    戸田秀雄  

（コード番号 ２６７６ 東証第１部） 

問合せ先 

取締役常務執行役員    赤堀寛人 

電  話 ０３－３３５５－１１１１ 

 

内部統制システム構築の基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、平成 20 年４月 30 日開催の取締役会において、「内部統制システム構築の基本方針」(平成

18 年５月 10 日取締役会決議)を一部改定し、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたしま

す(追加箇所を下線で示しております。)。 

 

記 

 
内部統制システム構築の基本方針 

 

当社は、業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）を整備し、コーポレート・ガバナ

ンスの持続的向上を推進する。 

 

１、取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制  

① 当社取締役及び使用人は、「企業理念」「高千穂交易グループＣＳＲ憲章」「高千穂交易グルー

プ企業行動規範」のもと、法令順守はもとより企業倫理の順守及び浸透を率先垂範して行う。 

② 取締役会に社外取締役を加え、取締役の職務執行に関する監督機能を維持・向上させる。 

③ 「コンプライアンス規程」のもと、コンプライアンス担当役員を委員長とする「コンプライア

ンス委員会」を設置するとともに、当社内にＣＳＲ推進部門を組織して教育・浸透策を実施し、

高千穂交易グループ全体のコンプライアンス体制を整備・推進する。 

④ 内部通報制度として「ヘルプライン規程」を制定し、社外の弁護士等を含む複数の窓口を設置

する。 

⑤ 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体等に対しては、毅然とした態度で

臨み、不当、不法な要求には一切応じない。 

 

２、取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制  

① 「情報セキュリティ基本規程」「文書管理規程」を制定し、社長を委員長とする「情報セキュ

リティ委員会」のもと、取締役の職務執行に係る情報（電磁的記録を含む）を適切に保存・管

理する。 
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② 保存する文書の種類及びその期間は「文書管理規程」で定める。 

③ 取締役及び監査役は、いつでも、取締役の職務執行に係る情報を閲覧することができる。 

３、損失の危険の管理に関する規程その他の体制  

① 「危機管理規程」「情報セキュリティ基本規程」を制定し、それぞれ社長を委員長とする委員

会を設置・運用する。 

② 取締役会は、企業価値を高め、企業活動の持続的発展を脅かすリスク(不確実性）に対処すべ

く、高千穂交易グループの横断的なリスクマネジメント体制を整備し、リスク予防と対策の専

任部門を設置して運用する。 

 

４、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制  

① 取締役会は、「取締役会規程」のもと、取締役会付議基準及び報告基準を定めるほか、各取締

役の職務分担及び権限と責任を明確にし、経営の基本方針・重要課題や中期経営計画・経営戦

略の策定及び進捗確認等を行なう。 

② 執行役員制度を導入し、「執行役員規程」のもと、経営の意思決定・監督機能と業務執行機能

を分離して、取締役の職務の効率化を図る。 

③ 期初に「中期経営計画」「年度経営方針」「年度予算」を策定し、方針の徹底と進捗の確認を定

期的に行う。 

④ 内部監査部門は、定期的に内部監査を実施し、その結果を被監査部門にフィードバックすると

ともに、経営層及び監査役会に報告する。 

 

５、当社並びにその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制  

① 「高千穂交易グループＣＳＲ憲章｣｢高千穂交易グループ企業行動規範」「コンプライアンス規

程」に基づいた事業運営を追求し、当社の諸体制を規範に、各子会社の事情に対応した体制を

整備する。 

② 子会社の取締役及び監査役を当社から派遣して、取締役は子会社の取締役の職務執行を監視・

監督し、監査役は子会社の取締役の業務執行状況を監査する。 

③ 子会社は、四半期毎に当社で開催する会議において、事業計画の進捗状況を報告する。 

 

６、監査役がその職務を補助すべき使用人を求めた場合における当該使用人に関する体制、及び当該

使用人の取締役からの独立性に関する事項 

① 監査役がその職務の執行に必要とした場合は、監査役の業務補助のため、取締役から独立した

補助者を置く。 

② 監査役補助者は、監査役の指揮命令に従って職務を行ない、その人事・異動・評価は、監査役

と事前に協議する。 

 

７、取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制   

① 監査役は取締役会に出席するほか、業務の執行状況を把握するため、執行役員会、全社会議や

部門別予実算分析会議などの重要な会議に出席し、報告・説明を受ける。 

② 取締役及び使用人は、会社の業務・業績に影響を与える重要な事項について報告する。 
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③ 取締役及び使用人が監査役に報告すべき事項については、重要会議への出席及び重要書類の閲

覧によるほか、監査役は、いつでも、必要に応じて取締役及び使用人に対して報告を求めるこ

とができる。 

④ 監査役は、内部監査部門に内部監査情報を求めることができるほか、内部監査報告書及び指摘

事項等が回付されるとともに、内部監査報告会等に出席し、報告・説明を受ける。 

 

８、その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制  

① 代表取締役と監査役は、定期的に会合を持ち、経営課題等の意見交換をする。 

② 会計監査人と監査役は、定期的に会合を持ち、会計監査等の意見交換をする。 

以 上 

制定：平成 18年５月 10日 
改定：平成 20年４月 30日 
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